
隠
岐
方
言
の
文
表
現
上
の
「
ワ
」
類
文
末
詞

宏

泰

は
じ
め
に

文
表
現
を
し
め
く
く
っ
て
、
末
尾
に
立
つ
文
末
特
定
要
素
　
－
　
文
末
詞
が
、
相

手
へ
の
呼
び
か
け
・
訴
え
か
け
の
意
識
を
最
後
的
に
収
的
し
て
、
当
該
文
表
現

を
特
色
づ
け
る
、
枢
要
の
機
能
者
で
あ
る
こ
と
は
、
早
く
か
ら
藤
原
方
言
学
に

ょ
っ
て
指
摘
さ
れ
、
詳
説
さ
れ
て
き
た
。
た
し
か
に
、
全
国
に
わ
た
る
文
末
詞

の
繁
栄
は
、
そ
れ
自
体
、
「
訴
え
形
式
」
と
し
て
の
文
表
現
の
基
本
的
な
性
格

を
、
よ
く
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

隠
岐
方
言
に
あ
っ
て
も
、
文
末
詞
は
、
広
汎
に
わ
た
り
、
日
常
盛
ん
で
あ

る
。
特
に
、
感
声
的
な
「
ナ
」
　
「
ノ
」
　
「
ヤ
」
の
活
動
は
大
き
い
。
「
ワ
」
類

お
よ
び
「
ダ
」
類
の
、
全
階
層
に
わ
た
る
盛
行
も
注
意
さ
れ
る
。
「
サ
ラ
」
　
「
チ

ョ
」
　
「
ヂ
ャ
」
な
ど
、
隠
岐
方
言
の
特
殊
性
を
支
え
る
文
末
詞
も
、
ま
た
注
目

に
価
い
す
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
特
に
．
「
ワ
」
類
文
末
詞
を
と
り

あ
げ
、
そ
の
存
立
状
態
に
つ
い
て
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

山
陰
の
北
方
海
上
に
位
置
す
る
隠
岐
群
島
の
生
活
語
－
隠
岐
方
言
は
、
英
日

本
台
系
脈
を
支
え
る
山
陰
方
言
中
に
あ
っ
て
も
、
い
っ
そ
う
の
古
態
を
示
し
が

ち
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
隠
岐
方
言
は
、
山
陰
方
言
中
の
異
色
と
し
て
特
立
し
て

い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
当
該
方
言
に
存
す
る
「
ワ
」
顆
文
末
詞
の
記
述
も
、
史

的
現
実
と
し
て
の
隠
岐
方
言
の
、
内
面
の
奥
深
い
広
が
り
を
探
究
し
よ
う
と
す

息　埼

藤城も会田
、l才か　三、・
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る
、
一
つ
の
営
み
に
外
な
ら
な
い
。

ゴ

　

カ

記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
隠
岐
の
主
要
方
言
の
一
つ
で
あ
る
、
五
箇
の
方
言
を

ド
ー
ゴ

中
心
に
す
え
る
？
五
箇
は
「
島
後
」
の
最
北
端
に
位
置
す
る
農
村
で
あ
る
。
山

地
を
背
負
っ
て
海
に
画
し
た
、
孤
立
し
や
す
い
土
地
が
ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
方

言
も
、
一
段
と
古
色
を
見
せ
る
の
が
一
般
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
「
ワ
」
類
文
末
詞
と
言
う
の
は
、
隠
岐
で
言
え
ば
、
「
ワ
レ
」
　
「

ワ
リ
」
　
「
ワ
イ
」
　
「
ワ
」
、
お
よ
び
こ
れ
ら
と
他
要
素
と
が
複
治
し
た
、
語
形

一
派
を
指
す
。
「
ワ
レ
」
　
「
ワ
イ
」
な
ど
一
連
の
事
象
が
、
自
称
の
代
名
詞
系

の
も
の
、
特
に
「
わ
れ
」
に
深
い
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で

に
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
称
代
名
詞
系
の
文
末
詞
は
、
諸
相
を

示
し
っ
つ
も
、
国
語
の
多
く
の
方
言
に
存
す
る
も
の
の
よ
う
で
、
そ
の
、
全
国
に

わ
た
る
存
立
状
況
に
つ
い
て
は
、
藤
原
与
一
先
生
の
ど
研
究
に
よ
っ
て
見
る
こ

と
が
で
き
る
（
「
日
本
語
方
言
文
法
の
世
界
」
＜
昭
4
4
V
一
九
九
頁
以
下
参
照
）
。

さ
て
、
隠
岐
に
盛
ん
な
「
ワ
」
類
文
末
詞
を
記
述
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
は

じ
め
に
、
「
ワ
イ
」
を
と
り
あ
げ
よ
う
と
思
う
。
五
箇
で
は
、
こ
れ
が
、
次
下

の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
る
。

○
サ
刃
1
ノ
刊
－
ナ
　
ワ
ィ
。

砂
糖
の
よ
う
だ
よ
。
A
雪
を
見
て
V

O
叫
ト
珂
ワ
　
ク
叫
叫
．
タ
　
ワ
ィ
。

今
年
は
腐
っ
た
よ
。
A
芋
の
話
V

O
が
ノ
叫
ノ
　
ヮ
ィ
。
引
ン
利
－
チ
刺
ラ
ー
到
－
テ
モ
。

∧
あ
い
つ
に
は
∨
勝
て
な
い
よ
。
い
く
ら
力
を
出
し
て
も
。

右
の
諸
例
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
文
末
の
「
ワ
イ
」
は
、
叙
述
内
容
に
か
か
わ
る
判

断
を
確
認
、
こ
れ
を
主
張
す
る
心
意
を
う
ち
出
す
の
が
つ
ね
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
自
己
表
出
の
作
用
は
、
自
称
の
代
名
詞
に
出
自
を
求
め
得
る
事
象
1
「

ワ
イ
」
の
、
当
然
の
機
能
と
も
言
え
る
。
相
手
に
焦
点
を
定
め
つ
つ
、
自
己
を

表
出
・
主
張
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

「
ワ
イ
」
が
、
自
己
の
動
作
・
作
用
に
関
す
る
叙
述
を
受
け
て
立
つ
と
き
は
、

○
ワ
刺
可
チ
ョ
ー
列
ィ
。

わ
か
っ
て
い
る
よ
、
ほ
ん
と
に
。

の
よ
う
に
、
反
駁
の
気
も
ち
の
、
強
く
あ
ら
わ
れ
た
表
現
を
し
た
て
る
こ
と
が

あ
る
。
こ
の
種
の
表
現
に
立
つ
「
ワ
イ
」
は
、
例
文
の
と
お
り
、
「
ワ
」
に
ア

ク
セ
ン
ト
の
山
を
お
い
た
、
強
い
調
子
の
も
の
で
あ
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
「

ワ
」
を
卓
立
せ
し
め
て
の
ち
、
急
下
降
す
る
音
調
に
は
、
反
駁
・
不
満
の
感
情

が
、
よ
く
う
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
広
く
各
年
層
に
お
こ
な
わ
れ
る
言
い
か
た
で

あ
る
が
、
し
ぜ
ん
、
子
ど
も
な
ど
、
若
い
世
代
で
の
使
用
が
目
だ
つ
。
若
年
層

に
見
ら
れ
が
ち
の
、
む
き
出
し
の
反
駁
の
生
活
の
厚
さ
が
、
こ
こ
に
反
峡
し
て

、

い
よ
う
か
。

概
し
て
、
「
ワ
イ
」
は
、
後
述
す
る
「
ワ
」
に
比
し
て
、
陰
性
で
あ
り
、
内

向
的
で
あ
る
。
時
に
、
分
別
く
さ
さ
の
認
め
ら
れ
る
表
現
を
し
た
て
る
。
自
己

を
う
ち
出
す
働
き
が
、
い
っ
そ
う
深
い
と
み
ら
れ
よ
う
。

前
述
の
「
～
　
ワ
ー
イ
」
な
ど
特
定
の
も
の
が
、
若
い
世
代
に
や
や
日
だ
つ
と

は
い
え
、
総
体
的
に
は
、
「
ワ
イ
」
は
、
中
年
層
以
上
に
多
く
兄
い
出
す
こ
と

が
で
き
る
。

以
上
は
、
五
箇
で
の
状
況
で
あ
る
が
、
「
ワ
イ
」
は
、
五
箇
に
限
ら
ず
、
隠
岐

ヅ
マ

全
域
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
次
に
は
、
五
箇
の
西
南
部
に
隣
接
す
る
都
万
村
で
の

実
例
を
と
り
あ
げ
よ
う
。

○
外
山
つ
ト
　
可
ツ
ト
　
ナ
粛
エ
ワ
ィ
。

い
や
ど
う
も
、
待
つ
と
な
る
と
長
い
も
ん
だ
よ
。
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バ
ス
を
待
っ
て
い
た
中
年
の
男
性
が
、
待
ち
く
た
び
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
独
自
的

に
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
話
し
手
の
特
別
の
感
棺
が
、
い
く
ら
か
の
詠
嘆
味
を

昔
び
て
、
表
出
さ
れ
て
い
る
。

○
シ
ッ
刊
l
訓
の
　
刊
ィ
。

知
っ
て
い
る
と
も
。

○
判
ル
　
ミ
ニ
ャ
．
ツ
可
引
ヌ
丸
．
引
ィ
。

夜
、
見
な
け
れ
ば
だ
め
だ
よ
、
全
く
。

こ
れ
も
、
都
万
で
の
、
少
年
男
子
の
実
例
で
あ
る
。
先
に
、
五
箇
で
の
↓
～
　
ワ
イ

」
の
音
調
を
と
る
事
象
の
、
反
摂
・
主
張
の
表
現
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。
右
の

実
例
に
も
、
同
様
に
、
強
い
自
己
主
張
の
感
情
が
認
め
ら
れ
る
。
一
二
例
の
場
合

そ
れ
ぞ
れ
に
、
話
し
手
の
、
判
断
を
あ
ら
わ
す
叙
述
を
包
摂
し
て
、
反
頁
的
な

色
調
の
濃
い
表
現
を
生
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

「
島
後
」
南
東
部
で
も
、
「
ワ
イ
」
は
、

○
コ
叫
到
ウ
　
コ
ト
ー
　
シ
到
ン
デ
ス
　
ワ
ィ
。

作
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
よ
。

．
イ
ソ

の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
旧
磯
村
（
現
西
郷
町
大
字
磯
）
で
の
一

例
で
あ
る
が
、
総
じ
て
、
「
島
後
」
の
「
ワ
イ
」
は
、
前
述
の
五
筒
・
都
万
地
区

を
含
む
北
西
部
一
帯
に
あ
っ
て
、
観
察
さ
れ
や
す
い
よ
う
で
あ
る
。

ド
1
・
ゼ
ン

「
島
前
」
に
あ
っ
て
も
、
「
ワ
イ
」
の
立
つ
表
現
は
、
次
下
の
よ
う
に
と
り

あ
げ
ら
れ
る
。

一
〇
可
ド
項
－
デ
　
列
ロ
ー
　
シ
列
　
ワ
ィ
。

帰
れ
な
く
て
苦
労
し
た
よ
。

○
叫
－
モ
ン
ガ
　
ア
ッ
列
　
ワ
ィ
。

い
い
も
の
が
あ
っ
た
よ
。

○
刊
ラ
ワ
叫
－
　
ワ
ィ
。

笑
わ
れ
る
よ
。

ア

　

サ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ

　

プ

第
一
例
か
ら
、
海
士
町
・
西
の
島
町
・
知
夫
村
で
の
実
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
の

「
ワ
イ
」
も
、
自
己
表
出
の
か
な
め
に
立
っ
て
い
て
、
先
に
討
究
し
た
と
こ
ろ

に
顆
す
る
機
能
を
見
せ
て
い
る
。

○
ハ
エ
列
　
へ
ン
　
引
ィ
。

入
り
は
し
な
い
さ
。

海
士
で
の
一
例
で
あ
る
。
自
己
の
行
為
に
つ
い
て
の
宣
言
・
主
張
で
、
例
の
「
～

引
イ
」
の
音
調
を
と
っ
て
い
る
。
こ
う
あ
っ
て
、
反
撥
的
な
色
調
を
帯
び
る
こ

と
も
、
「
島
後
」
で
見
た
と
こ
ろ
と
変
わ
り
な
い
。

〓

つ
い
で
、
「
ワ
」
文
末
詞
を
と
り
あ
げ
る
。
こ
れ
が
、
「
ワ
イ
」
に
類
縁
の

事
象
で
あ
る
こ
と
は
、
多
く
言
う
ま
で
も
な
い
。
五
箇
で
は
、
こ
れ
が
、
次
下

の
よ
う
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

○
利
力
の
テ
　
モ
テ
ー
ノ
　
ワ
。

お
か
し
く
て
た
ま
ら
な
い
わ
。

〇
日
－
ト
ー
　
ク
刊
リ
マ
シ
ク
　
ワ
。

と
う
と
う
腐
り
ま
し
た
よ
。

○
刺
ナ
到
ズ
　
サ
イ
リ
マ
ス
　
ワ
。

必
ず
参
り
ま
す
よ
。

こ
こ
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
「
ワ
」
も
、
お
お
む
ね
、
話
し
手
の
思
い
を
、
最

後
的
に
表
出
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
前
述
し
た
「
ワ
イ
」

に
比
較
す
る
と
、
そ
の
機
能
も
、
い
く
ら
か
軽
い
も
の
に
な
っ
て
い
よ
う
か
。

自
己
を
う
ち
出
し
な
が
ら
も
、
相
手
へ
の
訴
え
か
け
・
呼
び
か
け
、
さ
ら
に
言
え

ば
告
知
の
働
き
が
、
い
っ
そ
う
ま
さ
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
表
現
が
少
な
く

な
い
。
右
の
第
二
・
三
例
は
、
そ
の
告
知
の
姿
勢
の
、
か
な
り
明
ら
か
な
も
の



と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
出
自
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
文
末
に
慣
用
さ

れ
る
特
定
要
素
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
相
手
へ
の
訴
え
か
け
の
働
き
を
に
な
う
も

の
で
あ
る
こ
と
は
む
ろ
ん
で
あ
る
が
、
当
面
の
「
ワ
」
は
、
「
ワ
イ
」
以
上
に
、

そ
の
働
き
が
目
だ
っ
て
い
る
。
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
文
表
現
に
お
け
る
訴

え
か
け
成
分
と
し
て
の
「
ワ
」
は
、
文
末
詞
の
特
性
を
、
い
っ
そ
う
よ
く
保
有

し
得
て
い
る
と
言
え
よ
う
か
と
思
う
。

○
ヨ
外
力
ラ
　
料
可
ト
　
列
可
デ
ス
　
ワ
ー
。

内
地
か
ら
う
ん
と
や
っ
て
来
ま
す
よ
。
A
猟
師
Ⅴ

○
ア
れ
ー
チ
ョ
リ
マ
ス
　
ワ
I
。

赤
く
な
っ
．
て
い
ま
す
わ
ね
。

こ
の
よ
う
に
、
長
呼
の
「
ワ
t
」
の
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
こ
う
あ
れ

ば
、
話
し
手
の
詠
嘆
味
・
感
慨
の
、
よ
く
あ
ら
わ
れ
た
表
現
と
な
る
の
が
普
通

で
あ
る
。
「
ワ
」
の
立
つ
表
現
は
、
「
ワ
イ
」
の
立
つ
表
現
に
比
し
て
、
陽
性
で
あ
り
、

外
向
的
で
あ
る
。
「
ワ
イ
」
の
立
つ
表
現
を
、
陰
性
で
、
内
向
的
と
見
た
の

と
対
m
的
で
あ
る
。
品
位
も
、
「
ワ
」
は
、
「
ワ
イ
」
よ
り
、
い
く
ら
か
上
位

に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
先
抱
の
文
例
に
よ
っ
て
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
「

ワ
」
は
、
敬
体
の
叙
述
を
統
轄
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
「

ワ
イ
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
例
が
な
く
は
な
い
に
し
て
も
、
き
わ
め
て
少
な

い
。
「
ワ
イ
」
は
、
土
地
人
間
キ
さ
ら
に
は
家
族
同
士
の
会
話
に
用
い
ら
れ

や
す
く
、
こ
れ
が
お
こ
な
わ
れ
れ
ば
、
概
し
て
気
や
す
い
物
言
い
．
と
な
る
の
が
普

通
で
あ
る
。
特
定
の
音
調
を
と
る
「
ワ
イ
」
が
、
時
に
反
駁
的
な
色
調
の
濃
い

表
現
を
工
た
て
る
こ
と
が
あ
る
の
も
、
先
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
こ
の

事
災
は
、
ま
た
、
「
ワ
イ
」
　
「
ワ
」
両
事
象
の
表
現
性
の
差
を
、
よ
く
物
語
っ

て
い
よ
う
。

「
ワ
」
は
、
隠
岐
全
域
で
、
活
動
が
著
し
い
．
。

○
引
ナ
エ
列
外
シ
　
ワ
。

み
な
か
わ
い
そ
う
だ
よ
。

○
キ
リ
ー
キ
リ
　
ハ
叫
ル
ガ
　
ナ
利
リ
マ
ス
　
ワ
。

き
り
き
り
痛
む
の
が
治
り
ま
す
よ
。

ナ
カ
ス
ジ

「
島
後
」
南
部
地
方
の
、
旧
中
条
村
（
現
西
郷
町
大
字
中
条
）
お
よ
び
旧
磯
村
で

の
実
例
で
あ
ざ
。

「
ワ
ー
」
と
長
呼
さ
れ
る
例
も
、
全
域
に
兄
い
出
さ
れ
る
。
な
か
で
も
注
意

さ
れ
る
の
は
、
「
島
後
」
北
部
の
旧
中
村
（
現
西
郷
町
大
字
中
村
）
　
で
見
ら
れ

る
、○
パ
ー
マ
　
カ
ケ
チ
ョ
ー
叫
－
。

パ
ー
マ
を
か
け
て
い
る
よ
、
ま
あ
。
A
パ
ー
マ
か
け
だ
ち
の
女
性
を
ひ

や
か
し
て
Ⅴ

○
到
プ
ダ
　
刊
－
。

太
っ
ち
ょ
だ
ね
え
。
瓜
筆
者
を
見
て
V

の
よ
う
な
、
「
～
　
刊
－
」
の
音
調
を
も
つ
言
い
か
た
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

現
前
の
事
実
に
触
発
さ
れ
て
の
、
驚
き
、
詠
嘆
が
、
置
線
的
に
表
出
さ
れ
て
お

り
、
一
文
は
、
ご
く
明
る
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
「
～
　
刊
イ
」

が
見
せ
る
、
屈
折
的
な
強
い
自
己
主
張
と
は
、
対
照
的
で
あ
る
。
主
と
し
て
若

い
屑
、
そ
れ
も
女
性
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
習
慣
的
な
も
の
で
、
こ
こ

に
も
、
「
ワ
」
の
、
表
現
性
の
一
班
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
島
前
」
で
も
、
「
ワ
」
は
よ
く
活
動
し
て
い
る
。

○
封
チ
ョ
リ
可
シ
ェ
ン
　
ワ
。

来
て
い
ま
せ
ん
よ
。

0
オ
叫
　
シ
マ
シ
ェ
ン
　
ワ
L



居
り
は
し
ま
せ
ん
よ
。

海
士
お
よ
び
酉
の
島
で
の
実
例
で
あ
る
。

≡

上
米
、
記
述
し
て
き
た
「
ワ
イ
」
　
「
ワ
」
に
類
す
る
か
と
推
測
さ
れ
る
も
の

に
、
「
ワ
レ
」
　
「
ワ
リ
」
が
あ
り
、
主
と
し
て
「
島
前
」
酉
の
島
の
中
部
地
区

、

ヽ

タ

（
美
田
部
落
そ
の
他
）
に
お
こ
な
わ
れ
る
。

○
ソ
可
司
　
ア
ン
　
別
の
。

○
キ
ョ
ー
ワ

ダ
エ
コ
ン
ノ
　
タ
ネ
　
マ
ク
　
ワ
リ
。

○
ソ
ゲ
　
ス
リ
ヤ
　
サ
ー
　
ワ
リ
l
。

そ
ん
な
に
す
る
と
憩
い
よ
。

○
封
司
－
ワ
　
叫
〓
吋
　
ワ
リ
。

今
日
は
寒
い
よ
。

こ
の
よ
う
に
言
う
。
右
の
「
ワ
レ
」
　
「
ワ
リ
」
両
事
象
に
あ
っ
て
は
、
「
ワ
リ

」
が
「
ワ
レ
」
の
転
靴
形
と
さ
れ
よ
う
か
。
実
際
に
あ
た
っ
て
も
、
こ
の
「
ワ
リ

」
の
方
が
、
中
年
以
下
の
若
い
屑
に
見
ら
れ
が
ち
で
、
し
か
も
、
実
用
の
頻
度

も
高
い
。

右
の
事
象
が
、
自
称
代
名
詞
「
わ
れ
」
系
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
形
の

類
似
と
共
に
、
意
味
作
用
の
類
縁
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
自
己
表
出

の
き
わ
だ
っ
た
働
き
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
実
例
を
見
て
い
く
と
、

例
え
ば
、
相
手
の
問
い
か
け
に
対
し
て
、
否
認
の
意
志
を
表
出
す
る
場
合
に

も
、
こ
の
文
末
詞
の
立
つ
表
現
形
式
に
よ
る
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
手

を
琴
て
う
か
。
」
と
い
う
相
手
の
申
し
出
に
対
し
て
、

○
耳
目
l
l
ト
l
刊
引
。

．
い
い
よ
。
（
そ
の
必
要
は
な
い
よ
。
）

と
応
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
「
行
か
な
い
か
。
」
と
い
う
さ
そ
い
に
対
し
て
は
、

そ
こ
に
あ
る
よ
。

㌧

今
日
は
大
根
の
種
を
播
く
ん
だ
よ
。
∧
行
け
な
い
よ
。
∨

な
ど
と
応
じ
る
。
文
末
の
「
ワ
リ
」
に
は
、
自
己
の
想
念
が
、
よ
く
う
ち
出
さ

れ
て
い
よ
う
。

さ
て
、
以
上
の
「
ワ
レ
」
　
「
ワ
リ
」
は
、
わ
り
と
女
性
に
よ
く
見
ら
れ
、
一

般
に
は
、
女
性
こ
と
ば
ー
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
む
き
が
あ
る
。
こ
の
事

態
は
、
「
ワ
レ
」
　
「
ワ
リ
」
の
、
特
殊
な
生
き
か
た
を
思
わ
せ
る
が
、
ま
た
、

こ
れ
ら
の
事
象
が
、
文
末
詞
「
ス
ー
」
と
複
合
し
や
す
い
と
い
う
事
実
も
、
見

逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

○
判
－
ト
．
引
－
ナ
。
ア
ン
　
ワ
男
ス
ー
。

よ
く
見
な
よ
。
あ
る
じ
ゃ
な
い
の
、
ね
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。
「
ス
ー
」
は
、
あ
る
い
は
指
示
代
名
詞
「
そ
れ
」

に
か
か
わ
る
も
の
か
と
疑
わ
れ
る
が
、
ま
ず
、
女
性
に
お
こ
な
わ
れ
、
品
位
が

よ
い
。
熟
合
し
た
「
ワ
レ
ス
ー
」
　
「
ワ
リ
ス
ー
」
も
、
後
部
要
素
の
「
ス
ー
」

本
位
に
、
女
性
こ
と
ば
と
し
て
の
地
位
を
保
っ
て
い
る
。
単
独
の
「
ワ
レ
」
　
「

ヮ
リ
」
も
、
「
ワ
レ
ス
ー
」
　
「
ワ
リ
ス
ー
」
・
に
か
か
わ
る
事
象
と
い
う
、
潜
在

的
な
意
識
が
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
意
識
の
も
と
に
、
お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う

こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
島
前
」
の
西
の
島
の
東
部
（
上
述
の
美
田
地
区
に
隣
接
す
る
東
地
域
）
、

お
よ
び
海
士
に
は
、
「
ワ
テ
」
が
存
す
る
。
土
地
人
の
意
識
で
は
、
こ
の
「
ワ

テ
」
を
、
美
田
地
区
の
「
ワ
レ
」
　
「
ワ
リ
」
と
対
比
し
て
受
け
と
っ
て
い
る
か

と
み
ら
れ
る
ふ
L
が
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
「
ワ
テ
」
は
、
「
ワ
」
と
「
テ

注

」
と
が
複
合
し
て
成
っ
た
文
末
詞
七
す
る
の
が
妥
当
で
あ
っ
て
、
「
ワ
レ
」
「

ヮ
リ
」
と
単
純
に
対
比
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
が
、
そ
の
よ
う
な
土
地

人
の
意
識
に
も
、
着
通
し
が
た
い
一
両
が
ひ
そ
ん
で
い
る
。



注
、
「
ワ
テ
」
は
「
ワ
タ
イ
」
　
（
八
ワ
タ
シ
）
の
転
化
形
か
と
も
疑
わ
れ

る
が
、
い
ま
は
し
ば
ら
く
、
複
合
形
と
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

「
ワ
テ
」
の
「
テ
」
は
、
「
と
い
え
ば
」
の
縮
約
形
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

こ
．
に
は
、
ま
た
、
「
と
い
え
ば
」
の
意
味
作
用
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
、
特

別
な
自
己
主
張
の
働
き
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
文
末
詞
の
立
つ
一
文
は
、
話
し
手

の
強
い
感
情
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
の
が
つ
ね
で
あ
る
。
「
ワ
」
と
「
テ

」
と
の
結
合
は
、
い
わ
ば
あ
い
似
た
機
能
を
も
つ
事
象
同
士
の
結
び
つ
き
で
あ

っ
て
、
そ
の
点
、
自
然
合
理
と
も
言
え
る
。

○
射
司
－
ワ
　
耳
－
キ
　
ワ
テ
。

今
日
は
暑
い
よ
。
（
暑
い
っ
た
ら
な
い
よ
。
）

○
コ
珂
ニ
オ
ー
　
ワ
列
－
。

こ
こ
に
居
る
よ
。
（
は
る
っ
た
ら
）

酉
の
島
東
部
地
区
お
よ
び
海
士
で
の
実
例
で
あ
る
。
後
例
八
海
士
例
V
は
、
う

る
さ
く
呼
ば
れ
た
の
に
対
し
て
の
、
応
答
の
文
で
あ
る
。
話
し
手
の
い
ら
だ
ち

が
、
「
テ
」
の
卓
立
、
お
よ
び
長
呼
の
普
相
に
、
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
「
ワ
テ
」
が
、
「
ワ
レ
」
　
「
ワ
リ
」
と
対
比
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
の

は
、
一
方
か
ら
言
え
ば
、
「
ワ
レ
」
　
「
ワ
リ
」
の
、
自
己
表
出
の
朗
著
な
表
現

機
能
を
物
語
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
特
異
な
文
末
詞
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
布
領
域
を
保
ち
つ
つ
、
「
島
前
」
の
中
部
お
よ
び
東
部
地
域
に
、

ほ
ぼ
限
っ
て
存
立
す
る
の
は
興
味
深
い
。

藤
原
先
生
は
、
文
末
詞
の
「
ワ
レ
」
が
、
「
四
国
方
言
領
域
の
東
部
や
、
近

視
方
言
・
中
部
方
言
に
」
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ら
れ
る
（
「
日
本
語
方

言
文
法
の
世
界
」
二
〇
〇
寅
参
照
）
。
ま
た
、
「
ワ
レ
」
の
転
靴
形
で
あ
る
「
ヤ

レ
」
が
、
「
中
国
方
言
内
（
北
が
わ
）
に
も
」
見
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
前

掲
寧
一
〇
一
頁
参
照
）
。
そ
う
言
え
ば
、
筆
者
も
、
鳥
取
伯
膏
の
海
岸
地
方
で
、

○
可
イ
　
ヤ
レ
。

来
け
よ
。

の
よ
う
な
例
を
得
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
類
縁
事
象
の
分
布
を
見
る
と
き
、

隠
岐
の
「
ワ
レ
」
も
、
決
し
て
孤
存
の
事
象
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

四
の
一

「
ワ
」
に
甘
次
の
よ
う
な
校
合
形
が
あ
る
。

ワ
ナ
　
ワ
ノ
　
ワ
ナ
ノ
ー
　
ワ
ナ
ナ
ー

ワ
テ
　
ワ
テ
ナ
ー

チ
ョ
ワ
　
チ
ョ
ワ
ナ

こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
「
ナ
」
「
ノ
」
な
ど
、
感
声
的
な
文
末
詞
を
後
接

さ
せ
た
、
校
合
形
が
繁
栄
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
「
ワ
イ
」
に

関
す
る
複
合
形
の
な
い
点
も
、
こ
こ
に
指
摘
し
て
お
く
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。

右
の
複
合
形
の
な
か
で
、
全
地
域
に
わ
た
り
、
最
も
よ
く
活
動
し
て
い
る
の

は
「
ワ
ナ
」
で
あ
る
。
そ
の
「
ワ
ナ
」
は
、
次
下
の
よ
う
に
存
立
し
て
い
る
。

は
じ
め
に
、
五
箇
で
の
状
況
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

○
フ
レ
ー
テ
モ
　
フ
叫
テ
モ
　
キ
パ
叫
ダ
　
ワ
ナ
。

∧
船
が
∨
ゆ
れ
て
も
ゆ
れ
て
も
気
単
り
し
だ
よ
。
A
船
酔
い
し
な
い
老

婆
の
強
が
り
V

O
ウ
チ
ー
デ
　
ナ
ー
テ
　
叫
カ
ッ
列
　
ワ
ナ
。

自
分
の
家
で
な
く
て
よ
か
っ
た
よ
。

○
叫
巧
ト
　
ス
ス
骨
イ
　
コ
ダ
　
ワ
ナ
。

な
ん
と
ま
あ
、
慈
賢
い
子
だ
よ
。
A
幼
児
の
成
長
の
早
さ
を
感
嘆
す
る

は
め
こ
と
ば
に
も
な
る
。
V

「
ワ
ナ
」
は
、
右
の
諸
例
の
と
お
り
、
「
ワ
」
に
期
す
る
自
己
表
出
の
機
能
を

も
っ
て
存
立
し
て
い
る
。
先
に
、
「
ワ
」
が
、
「
ワ
イ
」
に
比
し
て
、
訴
え
か

・一　6



け
の
飽
き
の
、
い
ち
だ
ん
と
ま
さ
？
て
事
る
点
を
指
摘
し
た
が
、
当
面
の
「
ワ

ナ
」
は
、
さ
ら
に
、
呼
び
か
け
性
の
強
い
「
ナ
」
を
摂
し
て
い
て
、
相
手
へ
、

は
っ
き
り
と
焦
点
を
定
め
た
言
い
か
た
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
ナ
」
の
機
能

が
生
き
て
、
「
ワ
ナ
」
は
、
ま
た
、
い
っ
そ
う
親
し
さ
・
心
や
す
さ
を
う
ち
出

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
か
。

○
刃
巧
ニ
ン
モ
　
利
ロ
ケ
可
ス
　
ワ
ナ
。

＜
年
ど
L
V
何
人
も
＜
海
に
∨
落
ち
ま
す
よ
。

○
列
の
ジ
モ
　
刊
刃
デ
ス
．
ワ
ナ
。

田
地
も
あ
り
ま
す
よ
。
A
隠
岐
の
島
内
に
Ⅴ

こ
の
よ
う
に
、
「
ワ
ナ
」
が
、
敬
体
の
叙
述
を
受
け
て
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と

も
、
か
な
り
日
だ
っ
て
い
る
。
右
は
、
古
老
が
、
筆
者
に
語
っ
た
例
で
あ
る

が
、
他
国
人
に
対
す
る
改
ま
り
の
な
か
に
も
、
う
ち
と
け
た
気
や
す
さ
が
う
か

が
わ
れ
る
。

「
ワ
ナ
」
は
、
上
掲
の
諸
例
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
低
い
調
子
の
音
調
を
と

っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
仝
年
層
に
存
す
る
。

○
列
叫
コ
　
ベ
ラ
エ
ル
　
ワ
ナ
。

∧
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
∨
拳
骨
で
な
ぐ
ら
れ
る
よ
。

少
女
の
発
言
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
あ
っ
て
、
ど
の
年
屑
で
も
、
日
常
盛
ん
で

あ
る
。
・
以
上
は
、
五
箇
で
の
存
立
状
況
で
あ
る
が
、
「
ワ
ナ
」
は
、
隠
岐
全
域
に
よ

く
分
布
し
て
い
る
。

○
サ
ー
。
可
チ
チ
ョ
ッ
列
　
ワ
ナ
。

や
あ
。
待
っ
て
い
た
よ
。

．
〇
ペ
マ
グ
リ
ガ
　
刺
－
・
ワ
ナ
。

蛤
が
居
る
よ
。

五
箇
に
隣
接
す
る
、
都
万
お
よ
び
中
村
で
の
実
例
で
あ
る
。
「
島
後
」
前
部
地

域
で
も
、
例
え
ば
、

○
リ
ッ
パ
ニ
　
ア
到
－
　
ワ
ナ
。

き
れ
い
だ
ろ
う
よ
。

L
r
－
ゴ
1

な
ど
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
旧
東
郷
村
（
現
西
郷
町
大
字
東
郷
）
で
の
一
例
で

あ
る
。
「
島
前
」
か
ら
は
、
知
夫
で
の
実
例
を
あ
げ
よ
う
。

○
オ
叫
ン
ド
サ
ン
ワ
　
列
バ
剖
ヌ
　
ワ
ナ
。

お
遍
路
さ
ん
は
多
い
こ
と
だ
よ
。

四
の
〓

っ
い
で
、
「
ワ
ノ
」
を
見
よ
う
。
五
箇
で
は
、
こ
の
文
末
詞
は
、
あ
ま
り
お

こ
な
わ
れ
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
「
ワ
ナ
」
の
盛
行
に
比
し
て
、
注
意
さ
れ
る

点
で
あ
る
。

○
ミ
列
　
シ
巧
可
－
サ
ン
ガ
　
キ
テ
　
オ
ガ
マ
ッ
シ
ャ
ル
　
ワ
ノ
。

＜
葬
式
で
も
∨
み
な
神
主
さ
ん
が
来
肯
、
お
が
ま
れ
る
ん
だ
よ
。

こ
の
よ
う
な
例
が
、
わ
ず
か
に
兄
い
出
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
一
方
に
、
「
ワ

ナ
」
が
繁
栄
し
て
い
る
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
「
ワ
」
と
「
ノ
」
と
は
、
結
合
し

に
く
い
、
何
ら
か
の
事
倍
が
存
し
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
ノ
」
　
「
ナ
」
は
、
共
に
竺
声
的
な
文
末
詞
と
し
て
、
あ
い
似
た
表
現
職
能

を
見
せ
、
隠
岐
全
域
で
よ
く
活
動
し
て
い
る
。
し
か
も
、
両
者
は
、
僧
ぼ
五
分

五
分
の
勢
力
を
わ
け
あ
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
た
だ
、
品
位
の
点
で
、
両

者
に
差
が
認
め
ら
れ
へ
・
「
ノ
」
が
高
く
「
ナ
」
が
低
い
と
判
定
す
る
こ
と
が
で

き
そ
こ
の
品
位
の
差
が
、
当
面
の
「
ワ
」
と
の
結
合
に
あ
た
っ
て
、
一
定
の

役
割
り
を
果
た
し
た
か
と
患
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
ワ
」
は
、
既
述
の
と
お
り
、
自
己
主
張
の
基
本
的
な
色
調
が
認
め
ら
れ
る

だ
け
あ
っ
て
、
概
し
て
品
位
は
高
く
な
い
。
こ
れ
と
、
「
ナ
」
と
の
品
位
が
近

7



似
し
、
し
ぜ
ん
、
両
者
は
、
互
い
に
ひ
き
あ
っ
七
結
合
し
や
す
く
、
日
常
の
表

現
生
活
の
場
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
も
、
度
重
な
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
一
方
、
「
ノ
」
の
備
え
て
い
る
品
位
は
、
「
ワ
」
の
品
位
と
適
合
し
に

く
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
な
事

実
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
で
に
述
べ
た
「
島
前
」
東
部
地
域
の
「
ワ

テ
」
で
あ
る
が
、
こ
の
事
象
も
ま
た
、
「
ナ
ー
」
を
後
接
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。

○
耳
目
l
l
l
l
刊
テ
ナ
ー
。

い
い
よ
ね
え
。

海
士
の
一
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
ワ
テ
」
は
、
し
ぜ
ん
「
ノ
ー
」
よ
り
も
「

ナ
ー
」
を
と
り
や
す
い
。
．
こ
の
場
合
、
「
ナ
ー
」
と
「
ナ
」
と
を
同
列
に
見
る

こ
と
は
問
題
だ
と
し
て
も
、
「
ワ
ナ
」
の
盛
行
は
、
右
の
よ
う
な
事
実
と
、
あ

い
連
ね
て
把
握
す
る
こ
と
も
有
効
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

な
お
、
「
ワ
ナ
」
の
繁
栄
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
、
〔
W
a
n
a
〕
と

珂
母
音
の
重
出
す
る
音
相
の
、
文
末
要
素
と
し
て
の
安
定
の
よ
さ
も
、
何
ほ

ど
か
作
用
し
て
い
る
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
し
ば
ら
く
言
わ
な

い
と
し
て
も
、
「
ワ
ノ
」
と
は
比
べ
る
べ
く
も
な
い
「
ワ
ナ
」
の
完
熟
に
、
改

め
て
注
目
を
さ
そ
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
ワ
ノ
」
は
、
「
島
後
」
東
部
一
帯
で
は
、
い
く
ら
か
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
そ

の
代
表
地
域
、
旧
中
村
で
の
実
例
を
あ
げ
よ
う
。

○
寸
－
シ
列
ワ
ノ
。

も
う
し
た
よ
。
（
も
う
し
終
わ
っ
た
よ
。
）

○
オ
列
ニ
ナ
l
刹
ノ
ー
ワ
ノ
。

歌
重
な
ら
な
い
よ
。
A
下
手
な
盆
歌
を
ひ
や
か
し
て
Ⅴ

い
ず
れ
も
女
性
の
発
言
で
あ
る
。
全
階
層
に
お
こ
な
わ
れ
は
す
る
が
、
や
や
女

性
の
使
用
が
目
だ
つ
。
「
ノ
」
を
後
接
し
て
い
る
だ
け
に
、
い
く
ら
か
品
位
が

よ
い
0
そ
の
点
が
女
性
に
支
持
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

○
ナ
ガ
ー
エ
ワ
パ
十
も

長
い
よ
ね
え
。

○
望
叫
．
ン
ジ
ェ
　
チ
剰
ウ
　
ワ
カ
ー
。

ぜ
ん
ぜ
ん
違
う
よ
ね
え
。

右
の
「
ワ
ノ
ー
」
は
、
上
来
述
べ
て
き
た
、
熟
合
の
相
の
明
ら
か
な
「
ワ
ノ
」

と
は
、
そ
の
表
現
性
が
い
く
ら
か
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ノ
ー
」
は

「
ワ
」
を
包
ん
で
、
高
次
の
呼
び
か
け
に
立
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
、
「
ワ
」
と
「
ノ
ー
」
と
の
、
次
元
の
違
い
を
示
す
徴

表
は
、
「
ノ
」
の
う
え
に
認
め
ら
れ
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
で
あ
る
。
こ
う
あ
れ

ば
、
「
ノ
ー
」
は
、
相
手
に
呼
び
か
け
て
、
そ
の
共
鳴
を
期
待
す
る
と
い
う
、

「
ワ
」
と
は
別
次
元
の
働
き
を
備
え
て
い
る
さ
ま
が
、
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
観

点
か
ら
す
れ
ば
、
右
の
、
「
ワ
ノ
ー
」
に
お
け
る
「
ワ
」
と
「
ノ
ー
」
と
は
、

結
合
度
が
浅
い
と
言
っ
て
よ
い
。
い
わ
ば
、
「
ワ
ノ
ー
」
は
、
「
接
合
形
」
　
（

‡
「
複
合
形
」
）
と
す
る
の
が
適
し
て
い
よ
う
か
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
「
ワ
ノ
」
　
（
「
ワ
ノ
ー
」
も
）
の
見
ら
れ
る
中
村
地
区

に
あ
っ
て
も
、
．
「
ワ
ナ
」
の
方
が
一
l
段
と
優
勢
で
あ
る
。

○
ソ
列
デ
　
ゴ
刊
ン
シ
ョ
ー
　
ワ
ノ
。

そ
う
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
よ
。

「
島
前
」
海
士
で
の
一
例
で
あ
る
。
「
島
前
」
で
も
、
「
ワ
ノ
」
は
、
全
般
に

少
な
い
。

四
の
≡

「
ワ
ナ
ノ
1
」
「
ワ
ナ
ナ
1
」
は
、
同
種
の
文
末
詞
（
ナ
行
音
文
末
詞
）
が
あ

い
接
し
て
い
て
注
目
さ
れ
る
。
五
箇
で
は
、
こ
れ
が
、
次
下
の
よ
う
に
存
立
し

て
い
る
。



r
ト
l
1
．
‘
．
．

〇
タ
ッ
タ
ク
ビ
ダ
ケ
デ
ス
ワ
ナ
パ
ー
〇

八
冬
は
∨
た
だ
、
足
袋
だ
け
で
す
よ
ね
え
。

○
外
ヰ
ー
フ
モ
コ
久
ユ
タ
′
キ
ン
デ
ス
ワ
ナ
4
㌧

政
府
も
頚
の
痛
い
こ
と
で
す
よ
ね
え
。

○
ナ
カ
ー
ア
ナ
カ
エ

ー
ヌ
ワ
ナ
パ
「
。

＜
田
の
∨
中
は
歩
か
れ
な
い
よ
ね
え
。

右
の
諸
例
は
、
「
ワ
ナ
」
に
よ
る
自
己
主
張
を
、
そ
の
ま
ま
相
手
に
も
ち
か
け

て
、
共
鳴
共
感
を
期
待
す
る
お
も
む
き
の
表
現
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ノ
ー

」
は
、
「
ナ
ナ
」
を
包
ん
で
、
高
次
の
呼
び
か
け
に
立
っ
て
い
る
と
解
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
接
合
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
前
項
の

ア
ナ
カ
ー
」
の
場
合
に
と
り
あ
げ
た
。
当
面
の
「
ワ
ナ
ノ
ー
」
薫
形
式
上

は
、
同
じ
呼
び
か
け
の
機
能
を
も
っ
て
立
つ
、
感
声
的
な
文
末
詞
「
ナ
」
「
ノ

ー
」
が
接
合
し
て
い
て
、
特
異
を
思
わ
し
め
る
が
、
機
能
論
的
な
観
点
に
立
て

ば
、
「
ワ
ナ
」
と
「
ノ
ー
」
と
の
、
次
元
の
相
違
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
筒
に
あ
っ
て
、
「
ワ
ナ
ノ
ー
」
は
、
主
と
し
て
中
年
層
以
上
に
、
日
常
よ

く
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
右
の
形
式
の
文
末
詞
は
、
「
島
後
」
一
円
に
兄
い
出

さ
れ
る
。

○
列
ル
ジ
ャ
到
－
ワ
ナ
カ
ー
。

あ
る
だ
ろ
う
よ
ね
え
。

都
万
で
の
一
例
で
あ
る
。
「
島
前
」
で
は
き
わ
め
て
淡
く
、
ほ
と
ん
ど
見
か
け

な
い
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
知
夫
で
、
別
の
次
の
一
例
を

得
た
。

○
エ
ッ
〓
シ
ェ
列
ガ
ヤ
叫
叫
刊
ナ
列
－
。

た
い
そ
う
世
話
の
や
け
る
こ
と
よ
ね
え
。

「
ワ
ナ
ナ
1
」
の
お
こ
な
わ
れ
た
例
で
あ
る
。
二
つ
の
「
ナ
」
が
接
し
て
特
異

で
あ
る
が
、
実
は
、
こ
こ
の
末
尾
の
「
ナ
ー
」
も
、
「
ワ
ナ
」
を
包
ん
で
、
高

次
の
呼
び
か
け
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
前
述
の
「
ワ
ナ
ノ
1

」
と
、
類
同
形
式
と
言
え
る
。
こ
の
「
接
合
形
」
も
、
他
地
域
で
は
、
現
在
ま

で
の
と
こ
ろ
兄
い
出
し
得
て
い
な
い
。

さ
て
、
以
上
の
事
象
に
あ
っ
て
、
高
次
の
呼
び
か
け
に
は
、
「
ナ
ー
」
よ
り

も
「
ノ
ー
」
の
、
主
と
し
て
立
っ
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
前
項
の
「
ワ
ノ

ー
」
の
場
合
も
、
ま
た
同
様
で
あ
る
。
新
た
な
呼
び
か
け
の
意
識
に
基
づ
い

て
、
お
の
ず
か
ら
に
、
品
位
の
よ
い
「
ノ
ー
」
の
選
ば
れ
る
の
は
、
待
遇
の
表

現
の
理
に
か
な
う
も
の
と
し
て
、
興
味
深
く
観
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
の
四

「
チ
ョ
ワ
」
　
「
チ
ョ
ワ
ナ
」
は
、
伝
聞
の
機
能
を
も
っ
て
立
つ
文
末
詞
で
あ

る
。
そ
の
前
部
要
素
で
あ
る
「
チ
ョ
」
は
、
「
と
い
う
」
の
、
絡
約
し
て
成
っ
た

と
推
察
さ
れ
る
も
の
で
、
伝
聞
表
現
を
成
立
せ
し
め
る
朗
著
な
機
能
者
で
あ
る
。

○
寸
－
尋
ド
封
シ
タ
　
チ
ョ
。

も
う
帰
ら
れ
た
っ
て
。

五
箇
の
例
で
あ
る
。
「
島
後
」
全
域
で
よ
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
右
の
「
チ
ョ
」
は
、
話
題
に
対
す
る
、
話
し
手
の
、
積
極
的
現
実
的

な
生
活
関
心
を
表
わ
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
あ
い

似
た
性
格
を
示
す
「
ワ
」
　
「
ワ
ナ
」
を
後
接
さ
せ
る
の
は
、
ま
た
、
自
然
合
理

の
結
合
と
言
え
よ
う
か
と
思
う
。

○
叫
可
－
　
シ
チ
ョ
キ
ャ
　
ン
サ
ム
了
　
チ
ョ
ワ
。

塩
を
し
て
お
け
ば
お
い
し
い
っ
て
よ
。
A
あ
ら
め
を
干
し
な
が
ら
Ⅴ

五
箇
で
の
一
例
で
あ
る
。

○
列
ン
キ
ニ
ナ
到
シ
タ
　
チ
ョ
ワ
ナ
。

元
気
に
な
ら
れ
た
っ
て
よ
。
A
病
気
回
復
に
つ
い
て
Ⅴ



都
万
で
の
一
例
で
あ
る
。
「
島
後
」
全
域
に
わ
た
っ
て
、
「
チ
ョ
ワ
」
よ
り
も

「
チ
ョ
ワ
ナ
」
に
よ
る
表
現
が
優
勢
で
あ
る
。
両
事
象
と
も
、
だ
い
た
い
申
年

以
上
の
女
性
に
多
い
。

五

以
上
、
隠
岐
に
存
立
す
る
「
ワ
」
類
文
末
詞
を
と
り
あ
げ
、
記
述
し
て
き

た
。
上
述
の
と
お
り
、
こ
の
期
の
文
末
詞
の
活
動
は
大
き
く
、
隠
岐
の
方
言
表

現
を
支
え
る
、
大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
か
と
思
う
。
な
か

に
あ
っ
て
、
「
ワ
」
　
「
ワ
ナ
」
は
、
全
域
に
わ
た
っ
て
顕
著
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
ワ
」
類
文
末
詞
は
、
山
陰
本
土
部
に
あ
っ
て
も
、
特
色
の
あ

る
存
立
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
や
が
て
隠
岐
の
事
象
と
、
大
き
く
統
一
的

に
把
握
す
べ
き
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
同
類
の
文
末
詞
は
、
ま
た
、
国
の
東
西

に
、
事
象
や
地
域
の
か
た
よ
り
を
見
せ
つ
つ
も
、
か
な
り
広
く
分
布
し
て
い
る
も

の
の
よ
う
で
あ
る
（
藤
原
先
生
「
日
本
語
方
言
文
法
の
世
界
」
二
〇
三
貢
以
下

参
照
）
。
ひ
る
が
え
っ
て
、
隠
岐
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
文
末
詞
の
活
力
を
思
う

と
き
、
一
派
の
、
将
来
へ
の
動
向
に
、
深
い
関
心
を
寄
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で

あ
る
。

む
す
び

隠
岐
方
言
の
、
「
ワ
」
類
文
末
詞
の
動
態
の
観
察
を
通
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ

は
、
文
表
現
上
に
お
け
る
、
文
末
特
定
要
素
の
地
位
の
大
き
さ
を
、
改
め
て
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
上
述
の
「
ワ
」
顆
文
末
詞
も
、
諸
他
の
文
末
詞
と
、
一
定
の
関
連
の

下
に
存
立
し
て
い
る
こ
と
は
、
多
く
言
う
ま
で
も
な
い
。
「
ワ
」
類
文
末
詞
の

繁
栄
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
全
文
末
事
象
そ
れ
ぞ
れ
に
、
特
定
の
表
現
効
果
を

見
せ
、
あ
い
寄
っ
て
、
隠
岐
方
言
の
特
性
を
培
っ
て
い
る
。

文
表
現
の
鼓
後
を
し
め
く
く
っ
て
立
つ
文
末
詞
の
裁
能
は
、
人
び
と
の
表
現

心
意
を
反
映
し
て
、
す
で
に
微
妙
で
あ
る
。
こ
れ
を
把
握
し
て
、
首
本
語
表
現
の

真
相
に
迫
る
こ
と
が
、
刻
下
の
課
題
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
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